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に
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小
稿
は
現
存
す
る
豪
族
屋
敷
の
建
造
物
に
関
す
る
も
の
で
な
く
、
屋
敷
地
の
遺
構
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
対
象
に
し
た
も
の
で
あ
り
、

主
要
な
観
点
は
戦
国
大
名
大
友
宗
麟
(
義
鎮
)
の
始
祖
大
友
能
直
の
故
地
を
究
明
す
る
所
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
従
来
論
ぜ
ら
れ
て
い
る

豪
族
屋
敷
、
豪
族
屋
敷
村
お
よ
び
そ
の
形
態
に
主
要
な
観
点
を
お
い
て
い
な
い
こ
と
と
、
ま
た
こ
れ
ら
の
形
成
者
た
る
豪
族
に
つ
い
て

は
、
本
稿
で
は
二
応
鎌
倉
幕
府
初
期
に
お
け
る
有
力
御
家
人
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
を
こ
と
わ
っ
て
お
き
た
い
。

ま
た
歴
史
学
界
に
お
い
て
、
関
東
地
方
に
は
、
近
世
史
料
は
豊
富
で
あ
る
が
、
中
世
に
関
す
る
史
料
の
存
在
は
極
め
て
ま
れ
で
あ
る
こ

と
が
通
説
に
な
っ
て
い
る
。
筆
者
自
身
こ
の
様
な
史
料
的
制
約
に
悩
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
史
料
操
作

の
み
に
依
拠
す
る
の
で
な
く
、
そ
の
関
係
地
の
巡
検
に
よ
っ
て
史
料
に
お
け
る
欠
を
補
う
べ
く
心
掛
け
て
い
る
。
本
稿
も
こ
の
様
な
方
法

論
に
た
っ
て
い
る
こ
と
を
申
添
え
て
お
く
次
第
で
あ
る
。
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" 
耳要

対
象
と
な
っ
た
屋
敷
地
は
、
神
奈
川
県
小
田
原
市
東
大
友
に
所
在
し
、
現
在

は
宇
佐
美
義
夫
氏
宅
と
な
っ
て
い
る
。
当
地
域
は
東
北
方
に
丹
沢
山
を
中
心
と

し
た
山
地
、
西
北
方
は
富
士
山
麓
寵
坂
峠
附
近
か
ら
流
れ
る
谷
川
が
合
流
し
、
相

模
湾
に
注
ぐ
酒
匂
川
左
岸
の
氾
濫
原
に
位
置
し
て
い
る
。
国
鉄
御
殴
場
線
附
近

か
ら
は
酒
匂
川
の
形
成
し
た
扇
状
地
が
聞
け
、
東
大
友
の
一
帯
は
等
高
線
二

O

図

米
を
示
し
、
扇
端
部
を
占
め
微
高
地
の
景
観
を
呈
し
て
い
る

(第
1
図
参
照
)
O

宇
佐
美
氏
宅
の
プ
ラ
ン
を
見
る
と
(
第
2
図
参
照
)
、
南
北
に
の
び
た
長
方
形
の

第

プ
ラ
ン
を
も
ち
(
面
積
約
四
段
歩
)
、
そ
の
敷
地
内
は
、
北
か
ら
「
い
ん
き
ょ
」
、

「
な
け
い
」
・
「
け
い
ど
」
と
呼
称
さ
れ
、
皆
宇
佐
美
氏
を
称
し
て
い
る
。
各
宇

佐
美
氏
の
宅
地
の
聞
に
は
現
在
は
塀
に
よ
っ
て
し
き
ら
れ
て
い
る
が
、
明
ら
か

に
元
来
一
単
位
で
あ
っ
た
屋
敷
地
が
分
割
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
た
も
の
で
あ

り
、
各
宇
佐
美
家
で
「
な
け
い
」
が
本
家
で
「
い
ん
き
ょ
」
・
「
け
い
ど
」
と
分

家
し
た
と
称
し
、
家
同
志
の
交
際
も
そ
の
名
残
り
を
の
こ
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
実
証
で
き
る
。
西
側
一
帯
は
現
在
水
田
と
な
っ
て
い
る
が
、
公
民
館
、
長
善

寺
の
北
に
聞
け
る
水
田
よ
り
低
く
屋
敷
沿
い
に
は
土
居
が
め
ぐ
ら
さ
れ
、
用
水
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が
流
れ
て
い
る
。
右
に
述
べ
た
西
側
の
水
田
は
塀
跡
と
推
察
で
き

る
(
写
真
1
、2
、3
参
照
)
0

前
項
で
考
察
し
た
宇
佐
美
氏
の
系
譜
に
つ
い
て
み
る
と
、
三
軒

図2 

の
宇
佐
美
氏
宅
の
本
家
と
い
わ
れ
て
い
る
「
な
け
い
」
の
宇
佐
美

第

氏
を
中
心
に
み
る
と
、
現
段
階
で
は
延
宝
七
年
(
一
六
七
九
)
十

一
月
廿
九
日
が
上
限
で
あ
る

(
当
家
の
位
牌
背
面
の
年
号
の
判
読

に
よ
っ
て
判
明
)
0

古
文
書
類
は
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
て
お

り
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
系
譜
が
つ
か
め
な
い
が
、
階
層
的
に
は

ま
た
宇
佐
美
姓
は
、
東
大
友
、
永
塚
な
ど
近
隣
の
地
域
に
か
け
て
多
く
み
ら
れ
、
歴
史
的
に
も
後
北
条
氏
の
家
臣
に
も
見
出
さ
れ
る
し
、

本
百
姓
ク
ラ
ス
で
あ
る
こ
と
は
推
定
で
き
る
。

古
く
は
鎌
倉
幕
府
の
御
家
人
と
て
、
伊
一
旦
の
宇
佐
美
よ
り
出
た
宇
佐
美
氏
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
宇
佐
美
氏
と
、
こ
こ
に

検
討
中
の
宇
佐
美
氏
と
の
系
譜
的
な
つ
な
が
り
は
不
明
で
あ
る
が
、
凡
そ
の
階
層
を
見
究
め
る
一
助
と
な
り
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

右
に
見
た
よ
う
に
、
現
在
居
住
の
宇
佐
美
氏
の
上
限
は
延
宝
七
年
、
大
幅
に
見
て
も
江
戸
時
代
以
前
に
上
限
を
も
っ
て
行
く
こ
と
は
で

75 

き
な
い
。
し
か
し
江
戸
時
代
以
前
に
つ
い
て
は
、
次
の
諸
点
か
ら
居
住
者
の
存
在
を
確
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
は
、
前
項
で
述
べ
た
様
に
、
西
側
に
土
居
の
名
残
り
を
止
め
、
そ
の
外
部
の
水
田
が
深
さ
な
ど
か
ら
判
断
し
て
堀
の
遺
構
で
あ
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写真 1 、けいどH の門の脇から北方の景観(田植前の状況)

写真 2 、けいどH の西の用水溝 写真 3 ¥¥なけい11の庭の西側にある土居



る
と
い
え
る
こ
と
。

第
二
に
は
、
「
い
ん
き
ょ
」
の
部
分
(
第
2
図
参
照
)
の
北
隅
か
ら
約
二
十
基
の
五
輪
塔
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
(
写
真
4
参
照
)
。
現
在
は
一

カ
所
に
集
積
さ
れ
合
記
さ
れ
て
い
る
が
屋
敷
地
内
に
菩
提
を
弔
っ
た
も
の
で
あ
り
、
少
く
と
も
中
世
末
ま
で
の
も
の
と
い
え
る
(
年
代
な

ど
の
判
読
は
不
可
能
な
ほ
ど
磨
滅
し
て
い
る
①
)
O

酒匂川流域における豪族屋敷について77 

第
三
に
、
北
方
百
米
程
の
和
田
堰
の
堤
防
上
に
(
第
2
図
参
照
)
コ
一
坪
程
の
墓
域
(
写
真

5
参
照
)
が
あ
る
。
こ
こ
に
二
基
の
碑
文
を
中
心
に
数
基
の
宝
僅
印
落
お
よ
び
五
輪
塔
が

現
存
し
て
い
る
。
そ
の
碑
文
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

集積，合間されている五輪塔

享
保
四
点
天
八
月
時
正
造
立
之

当

和

田

屋

敷

主

三

人

之

精

霊

基

施
主
永
塚
村
之
住
人
宇
佐
美
八
左
衛
門

施主享
主竺保
永凶四

塚敷屋亥巳

村先天
字祖仲

佐家秋

美来時

八之正
左諸 j邑
衛精立
門霊之

写真 4

碑
文
に
あ
る
施
主
宇
佐
美
八
左
衛
門
の
末

育
は
現
在
も
永
塚
に
居
住
し
、
当
主
よ
り
の

間
取
り
に
よ
る
と
、
碑
文
の
「
主
三
人
:
:
:
」

の
三
人
と
は
、
大
友
能
直
、
和
田
義
盛
、
松

平
十
郎
左
衛
円
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

そ
う
で
あ
る
。
ま
た
当
地
で
は
古
く
よ
り
、

わ
れ
が
あ
り
、
上
屋
敷
は
和
田
屋
敷
(
第
2
図
の
和
田
堰
よ
り
南
、
三
軒
の
宇
佐
美
氏
宅

上
屋
敷
、
中
屋
敷
、
下
屋
敷
の
コ
一
屋
敷
の
い

と
い
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
で
の
地
)
、
中
屋
敷
は
永
塚
の
宇
佐
美
氏
宅
、
下
屋
敷
は
千
代
の
蓮
華
寺
の
地
で
あ
る
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右
に
述
べ
ら
れ
た
松
平
十
郎
左
衛
門
は
三
州
深
津
城
主
松
平
主
殿
助
伊
忠
の
二
男

左より 2，3番目が碑文， f也は宝僅印塔

で
、
仔
細
あ
っ
て
当
城
下
(
小
田
原
)

に
引
越
し
、
東
大
友
に
住
し
た
も
の
で
あ
り
、

千
代
の
蓮
華
寺
所
蔵
文
書
が
こ
れ
を
裏
づ
け
て
い
る
②
O

以
上
三
点
か
ら
考
察
し
た
と
き
、
対
象
の
屋
敷
地
周
辺
に
は
、
中
世
を
物
語
る
要
素

が
色
濃
く
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
次
に
こ
の
中
世
的
な
要
素
を
も
う
一
歩
明
ら
か
に

し
て
み
よ
う
。

四

ま
ず
前
項
で
ふ
れ
た
和
田
屋
敷
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
の
主
は
和
田
義
盛
と
い
わ

写真 5

れ
て
い
る
。
和
田
義
盛
は
い
う
ま
で
も
な
く
初
代
の
鎌
倉
幕
府
待
所
別
当
で
あ
り
、
平

家
追
討
、
奥
州
征
伐
に
功
あ
り
、
頼
朝
の
信
任
も
厚
く
有
力
な
御
家
人
で
あ
る
。
そ
の

い
る
。
し
た
が
っ
て
本
領
地
は
三
浦
郡
和
田
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
当
地
(
東
大
友
)
と
の
関
係
は
史
料
的
に
は
管
見
の
範
囲
で
は

出
自
は
三
浦
義
宗
を
父
と
し
、
相
模
国
三
浦
郡
和
田
に
住
し
た
の
で
和
田
氏
を
称
し
て

見
出
せ
な
い
。
し
か
し
、
建
保
乱
で
和
田
義
盛
に
し
た
が
っ
て
討
死
し
た
も
の
多
数
に
及
び
、
そ
の
大
部
分
が
一
一
族
で
あ
る
@
こ
と
か
ら

ま
た
は
そ
の
一
族
の
某
の
所
領
ま
た
は
屋
敷
が

い
っ
て
、
義
盛
自
身
の
散
在
の
所
領
が
当
地
(
東
大
友
)
に
一
時
的
に
も
存
在
し
た
か
、

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。



次
に
前
項
で
ふ
れ
た
「
主
三
人
:
:
:
」
の
一
人
、
大
友
能
直
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
す
す
め
よ
う
。

大
友
能
直
と
当
地
東
大
友
と
の
関
係
は
極
め
て
深
い
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
能
直
は
鎌
倉
幕
府
の
有
力
御
家
人
で
あ
り
、
当
地
に
は

散
在
所
領
の
一
つ
を
領
有
し
て
い
た
。
こ
の
事
情
に
つ
い
て
は
史
料
的
に
実
証
で
き
る
の
で
次
項
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
。

五
@ 

大
友
郷
(
現
在
の
小
田
原
市
東
大
友
、
西
大
友
、
延
清
を
中
心
と
し
た
地
域
)
と
大
友
氏
の
関
係
に
つ
い
て
の
初
見
は
、
吾
妻
鏡
文
治

四
年
(
一
一
八
八
)
十
二
月
十
七
日
条
が
そ
れ
で
あ
る
o

酒匂川流域における豪族屋敷について

式
部
大
夫
親
能
男
一
法
師
冠
者
能
直
、
任
左
近
将
監
之
由
、
参
賀
営
中
、
民
定
、
無
双
寵
仁
也
、
依
御
内
挙
、
去
十
月
十
四
日
、
難
拝
任
、
此
之
問
、
病

痢
相
侵
、
住
相
模
国
大
友
郷
、
今
日
始
出
仕
云
々
則
召
御
前
(
傍
点
筆
者
)

右
に
あ
る
式
部
大
夫
親
能
は
中
原
親
能
⑤
で
あ
り
、
当
時
能
直
は
十
七
才
に
達
し
、
母
方
の
領
地
(
大
友
郷
)
で
病
気
静
養
中
で
あ

り
、
右
の
記
事
は
こ
れ
を
示
し
て
い
る
@
o

な
お
母
は
波
多
野
氏
の
出
で
あ
る
。
(
波
多
野
経
家
の
三
女
)

右
の
大
友
郷
は
大
友
氏
の
散
在
所
領
の
一
部
と
し
て
以
後
漸
時
譲
与
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

『
能
直
朝
臣
譲
状
案
文
』
に
よ
れ
ば
、

壱、壱所譲
所、所領与

弐
箇
所
事

豊
後
悶
内
、
大
野
荘
地
頭
職

朴
模
岳
、
大
友
郷
地
一
昨
郷
司
酔
(
傍
点
筆
者
)

(
藤
原
親
能
)

副
渡
関
東
御
下
文
、
親
父
掃
部
頭
入
道
譲
状
以
下
具
書
案

79 

(
尼
深
妙
)

右
件
所
領
等
、
賜
関
東
御
下
文
、
年
来
之
問
、
無
相
違
、
所
領
堂
之
来
也
、
而
女
房
平
氏
、
為
数
子
母
堂
之
上
、
依
為
年
来
之
夫
婦
、
相
副
証
文
等
、
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限
永
年
、
所
譲
渡
也
、
早
任
譲
状
、
無
相
違
可
領
掌
他
、
敢
不
可
有
他
妨
、
品
目
為
後
日
之
証
文
、
譲
状
如
件
、

貞
応
弐
年
十
一
月
二
日

(
大
友
能
直
)

前
豊
前
守
藤
原
朝
臣

在
判
⑦

と
あ
り
、
能
直
の
死
後
は
そ
の
妻
尼
深
妙
か
嫡
男
庶
子
等
に
所
領
を
配
分
し
て
い
く
の
で
あ
る
@
o

弘
長
弐
年
(
一
二
六
二
)
に
は
、
「
大
と
も
に
、

や
し
き
一
所
つ
つ
給
ハ
リ
て
:
:
:
」
@
と
あ
る
ご
と
く
、
尼
深
妙
が
庶
子
等
に
鎌
倉
に

勤
仕
の
際
の
宿
に
用
い
る
よ
う
に
と
譲
与
し
て
い
る
。
ま
た
同
年
の
「
志
賀
太
郎
(
泰
朝
)
股
給
は
ら
せ
給
大
友
の
御
や
し
き
、
な
ら
び

に
、
田
の
つ
ほ
っ
け
の
事
」
す
な
わ
ち
坪
付
に
よ
れ
ば
、
屋
敷
壱
所
、
田
壱
町
陸
反
大
(
七
カ
所
に
散
在
)
と
な
っ
て
お
り
@
、

記
載
さ
れ
て
い
る
「
壱
所
二
反
を
き
の
ま
ち
田
の
し
た
」
と
あ
る
、
を
き
の
ま
ち
田
と
は
、
現
在
の
東
大
友
の
北
に
つ
ら
な
る
地
で
あ
る

史
料
に

と
推
定
で
き
る
(
現
地
で
の
古
老
よ
り
の
聞
取
り
に
よ
る
)
。

以
後
蒙
古
襲
来
に
よ
り
、
幕
府
の
方
針
に
も
と
づ
く
と
共
に
、
大
友
氏
自
体
と
し
て
も
、
九
州
の
豊
後
国
守
護
職
を
中
心
に
、
近
隣
諸

国
に
一
族
を
配
置
し
、
領
主
制
確
立
の
道
に
励
む
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
南
北
朝
の
動
乱
期
に
な
る
と
、
大
友
郷
に
お
い
て
は
名
田
在
家

を
め
ぐ
る
争
い
が
発
生
す
る
に
至
り
、
以
後
は
史
料
面
か
ら
見
え
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
が
大
友
氏
と
大
友
郷
の
関
係
に
つ
い
て
、
中
世
前
半
期
に
み
ら
れ
る
主
要
な
動
向
で
あ
る
が
、
大
友
郷
内
の
東
友
、
延
清
名
な
ど

に
散
在
し
つ
つ
も
、
壱
町
l
弐
町
の
田
な
ら
び
に
屋
敷
の
存
在
し
て
い
た
事
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
の
考
察
で
大
友
郷
に

大
友
氏
の
屋
敷
が
あ
り
、
大
友
氏
発
祥
の
地
で
あ
る
こ
と
が
確
実
と
な
っ
て
き
た
。
し
か
ら
ば
こ
の
大
友
郷
内
の
ど
の
辺
り
に
な
る
か
と

い
う
こ
と
が
次
の
間
題
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
筆
者
は
凡
そ
現
在
の
東
大
友
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。
こ
の
推
定
に
意
を
強
く

す
る
も
の
と
し
て
、
同
地
に
あ
る
曹
洞
宗
長
善
寺
(
第
2
図
参
照
)
に
お
け
る
調
査
結
果
を
も
っ
て
い
る
。
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長
善
寺
は
金
峯
山
と
号
し
、
閉
山
は
宝
室
宗
珍
(
文
亀
二
年
十
月
十
七
日
卒
)
、
本
尊
は
釈
迦
G

な
お
大
友
左
近
将
監
建
立
と
伝
え
ら

れ
る
厳
島
弁
天
社
も
当
寺
持
で
あ
っ
た
(
現
在
は
住
民
の
共
有
)
0

な
お
当
寺
は
旧
足
柄
上
郡
上
曾
我
村
瑞
雲
寺
の
末
寺
で
あ
る
⑮
O

当
寺
は
関
東
大
地
震
の
た
め
に
堂
宇
焼
失
し
、
現
在
は
そ
の
後
再
建
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
数
点
の
古
文
書
を
蔵
し
て
い
る
⑫
O

れ

ら
文
書
の
う
ち
「
昔
時
過
去
簿
』
に
「
一
、
長
善
寺
創
立
儀
者
建
仁
二
壬
戊
年
大
友
左
近
将
監
源
能
直
殿
之
建
立
也
」
「
一
、
再
興
開
基
家
ハ
笠
原
越

前
守
直
忠
殿
也
、
但
し
直
忠
殿
ハ
左
近
将
監
大
友
能
直
殿
之
苗
喬
也
、
天
正
十
八
年
庚
寅
六
月
十
四
日
死
ス
、
法
名
無
相
院
殿
友
山
長
善
大
禅
居
士
」

と

記
さ
れ
て
お
り
、
大
友
能
直
の
創
建
と
し
て
い
る
が
、
前
項
で
見
た
文
治
四
年
の
吾
妻
鏡
の
記
事
と
照
合
す
れ
ば
、
能
直
コ
一
十
一
才
の
時

酒匂川流域における豪族屋敷について

ま
た
再
興
開
基
の
笠
原
民
に
つ
い
て
は
次
の
文
書
が
存
在
し
て
お
り
、

に
当
り
、
年
令
的
に
は
信
頼
で
き
る
。

(
郷
ノ
誤
カ
)

於
西
部
大
友
号
長
善
寺
寺
家

笠
原
陸
前
令
建
立
哉
依
之
為

寺
領
相
州
中
郡
小
稲
葉
郷
之
内

前
々
伊
東
太
郎
兵
衛
私
領
越
前
守

買
得
之
田
地
拾
貫
六
百
文
A

毒

進
所
永
代
不
可
有
相
違
侯
如
先

御
-
一
証
文
着
到
役
知
行
役
不
可
有
之

旨
被
仰
出
者
也
依
如
件

天
正
十
三
年
配

一
虎
ノ
印
一
七
月
廿
三
百

i

長
善
寺
⑬

こ
れ
も
信
頼
で
き
Q
J

奉
之

堺
和
伯
香
守
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し
か
し
こ
の
笠
原
氏
と
大
友
氏
の
関
係
は
現
在
明
ら
か
に
し
得
な
い
。
小
田
原
の
所
領
役
帳
に
笠
原
の
姓
は
頻
出
し
て
お
り
、
小
机
領

を
中
心
と
す
る
笠
原
氏
と
の
関
連
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
詳
細
は
後
日
を
期
し
て
明
ら
か
に
し
た
い
c

以
上
に
よ
り
長
善
寺
と
大
友
氏
と
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
が
、
同
じ
く
当
寺
所
蔵
の
「
厳
島
弁
才
天
略
縁
起
」
の
中
で
周
回

の
地
形
を
描
写
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば

(
前
略
)
其
後
豊
前
豊
後
の
守
護
職
た
る
時
、
鎌
倉
在
勤
の
別
館
に
、
相
州
足
柄
郡
と
の
大
友
の
郷
を
領
し
、
居
城
の
時
、
城
の
い
ぬ
い
に
当
て
湖
水

あ
り
、
四
望
紗
々
と
し
て
天
象
波
に
浮
び
、
小
嶋
樹
木
深
欝
と
し
て
、
誠
竜
仙
の
境
と
い
ふ
辺
し
、
(
後
略
)

と
あ
り
、
第
2
図
に
示
し
た
東
大
友
の
地
の
地
形
に
正
し
く
合
致
す
る
の
で
あ
る
。
文
章
的
に
脚
色
さ
れ
て
い
る
面
は
あ
る
が
、
二
一
軒
の

宇
佐
美
家
の
北
方
、
和
田
堰
に
至
る
水
田
部
分
は
正
し
く
文
中
の
湖
水
に
当
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
又
長
善
寺
の
現
住
職
の
母
堂
(
七

十
才
)

の
話
し
に
よ
れ
ば
、

五
十
年
程
前
は
東
大
友
の
東
方
、
国
鉄
御
殿
場
線
に
至
る
聞
は
一
面
蓮
田
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
記
述
の
内
容
は
信
頼
で
き
る
(
な
お
縁
起
の
文
面
、
主
国
体
か
ら
み
て
も
江
戸
時
代
を
下
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
判
断
で
き
る
)
。

以
上
、
大
友
氏
と
大
友
郷
と
く
に
東
大
友
と
の
関
係
は
確
め
ら
れ
た
が
、
ま
だ
そ
の
屋
敷
地
を
ど
の
地
点
と
す
る
か
は
決
め
が
た
い
。

し
か
し
右
に
述
べ
た
諸
点
か
ら
し
て
、
第
2
図
に
み
ら
れ
る
長
善
寺
、
二
一
軒
の
宇
佐
美
家
、
和
田
屋
敷
主
三
人
之
精
霊
基
、
厳
島
弁
天
の

凶
点
を
結
ぶ
範
囲
内
と
考
え
て
大
き
な
誤
り
は
な
い
と
い
え
よ
う
c

七

以
上
、
小
田
原
市
東
大
友
に
所
在
す
る
三
軒
の
宇
佐
美
氏
宅
の
屋
敷
地
の
一
部
に
、
中
世
土
豪
の
屋
敷
地
の
遺
構
を
見
出
し
、
こ
れ
を

遺
構
と
見
倣
し
得
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
史
料
の
面
か
ら
と
巡
検
の
結
果
を
綜
合
的
に
関
連
づ
け
て
分
析
し
て
み
た
。



そ
の
結
果
す
で
に
先
学
龍
瀬
良
明
氏
が
、
労
作
「
中
世
の
館
と
地
形
一
⑬
」

で
「
沖
積
平
野
の
微
高
地
の
へ
り
が
館
に
選
ば
れ
る
」
こ
と

を
論
証
さ
れ
て
い
る
が
、
東
大
友
の
場
合
も
こ
れ
を
裏
づ
け
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
だ
今
後
も
調
査
検
討
を
深
め
る
点
も
あ
り
史
料
的
な
制
約
も
あ
る
が
、

一
事
例
の
報
告
と
し
て
、
大
方
の
御
批
判
を
期
待
す
る
次
第

で
あ
る
O

(

本
稿
は
、
昭
和
四
十
一
年
九
月
二
十
四
日
の
例
会
に
お
い
て
発
表
し
た
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
0
)

註

酒匂川流域における豪族屋敷について

①
後
藤
守
一
著
『
日
本
歴
史
考
古
学
』
六
二
三
頁
以
降
第
八
章
仏
教
、

②
小
田
原
市
千
代
、
蓮
華
寺
所
蔵
文
書
「
御
由
緒
寺
格
之
事
一

@
『
吾
妻
鏡
』
建
保
元
年
五
月
三
日
i
六
日
参
照
(
国
史
大
系
本
)
・
西
岡
虎
之
助
著
『
荘
園
史
の
研
究
』
下
巻
一
、
五
二
三
百
九
註
四
に
お
い
て
、

西
岡
氏
は
「
建
保
乱
で
和
問
義
盛
に
し
た
が
っ
て
討
死
し
た
も
の
二
三
四
人
一
と
己
れ
て
い
る
。
な
お
建
保
乱
(
和
田
乱
)
と
地
域
変
貌
と
の
関
連

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
中
村
和
伯
氏
が
一
中
世
社
会
の
展
開
と
地
灰
変
貌
l
西
相
州
を
例
と
し
て
1
1
」
(
『
地
域
の
変
貌
l
歴
史
地
理
学
紀
要
E
』

に
お
い
て
詳
説
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

@
前
掲
中
丸
和
伯
氏
論
文
参
照
。

⑤
大
友
能
直
の
実
父
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
。
ィ
、
源
頼
朝
実
父
説
会
大
友
史
料
』
編
者
同
北
学
氏
)
ロ
、
古
庄
(
近
藤
)
能
成
説
(
渡
辺
澄

夫
氏
が
「
曲
宣
後
大
友
氏
の
出
自
に
つ
い
て
一
(
「
大
分
県
地
方
史
」
担
)
で
詳
説
さ
れ
て
い
る
)
。
由
人
料
的
に
は
中
原
親
能
猶
子
説
を
と
っ
て
い
る
も

の
が
多
い
。
以
上
の
能
直
の
父
に
つ
い
て
の
問
題
は
論
旨
か
ら
外
れ
る
の
で
異
説
を
紹
介
す
る
に
留
め
た
い
。

@
旧
北
学
編
「
増
補
訂
正
編
年
大
友
史
料
」
一
、
一
一
二
一
五
号
史
料
の
註
c

⑦
同
右
二
、
九
五
号
史
料
。

@
同
右
二
、
一
九
一
号
史
料
o

e
同
右
二
、
三
二
一
号
史
料
。

@
同
右
二
、
三
一
八
号
史
料
。

一
、
培
、
の
部
分
を
参
照
。
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新
編
相
撲
風
土
記
稿
巻
之
三
十
五
、
村
里
部
、
足
柄
下
郡
巻
之
十
四
(
雄
山
閣
版
)
。

現
在
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
は
、
昔
時
過
去
簿
、
過
去
帳
(
累
代
の
住
職
関
係
)
厳
島
弁
天
縁
起
、
笠
原
氏
文
書
二
点
で
あ
る
。

当
文
書
は
『
制
川
町
一
一
相
州
文
書
』
(
貫
達
人
編
、
既
刊
二
巻
、
角
川
書
広
発
行
)

『
現
代
地
理
講
座
』

1

⑫⑪  ⑮ ⑬ 

戸
付
川
ヴ
入
。

干
j
川

Ab

に
は
未
収
録
で
あ
る
。




